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  This study clarified the socially significant aspects of Nemunoki Gakuen, an 
institution for physically and intellectually handicapped children, from the viewpoint 
of social inclusion. In particular, the analysis utilized the social model of disability and 
the idea of familial role in social inclusivity. For the definition and theoretical 
explication of social exclusion and inclusion, works of Abe and Iwata were used 
respectively. The author conducted extensive fieldworks including interviews and 
document reviews not only on Numunoki Gakuen but also on similar facilities such as 
Het Dorp (Netherlands), Taiyo no Ie, and Creative Support Let’s for comparison. 
Nemunoki Gakuen established a system realizing those with physically and 
intellectually handicaps with no familial support to participate in society by providing 
familial and educational environment. Specifically, the following six points characterize 
Nemunoki Gakuen’s socially inclusive activities. (1) Providing the disabled with 
families and education through the founder's personal efforts, despite the lack of fact 
public institutional support systems, (2) Stating their visions in a cogent and appealing 
phrase to reconstruct the perceptions of disability in order to overcome the prevailing 
discrimination and prejudice, (3) Developing the hidden talents of the disabled with 
uniquely designed pedagogical methods, (4) Providing workplaces and opportunities for 
the disabled to interact with people in local communities and hence facilitate social 
participation, (5) Improving the sense of self-affirmation of the disabled by making 
them participate as members of the communal families, (6) In a time when the words 
and concepts of social inclusion did not exist, Nemunoki Gakuen was established and 
operated as a community actualizing the idea of social inclusion, and furthermore, it 
has been contributing to the evolution of the idea social inclusion. In disability studies 
in Japan, “de-institution” and “de-familialization” have been emphasized as policy 
guidelines. However, this study revealed the fact that Nemunoki Gakuen was 
successfully operated as an institution and as a family-like environment, and as a 
result, both the residents and the entire Nemunoki Gakuen community were socially 
included. From this fact, there is much to be learned about disability policies and social 
inclusion. 
 
Keywords: social inclusion, social model of disability, disability studies, 
deinstitutionalization, de-familialization 
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4 元来、肢体不自由児と養護施設が一緒になった施設はなく、宮城が日本で初めて設立した。現在
は、障害児入所施設、障害者支援施設と呼ばれている。厚生省が「肢体不自由児養護施設」という
特例を局長通知で定めたものである（宮城 1983、pp.11-12）。詳細は第 3 章で後述する。 
5 現在、知的障害児（者）や心身障害児（者）も入所している。 
6 ねむの木学園には、保護者のいる障害児もいる。宮城（1985a、p.3）は、52 人の子がねむの木








社会的排除や社会的包摂という言葉が生まれたのは 1970 年代とされている（岩田 2008、p.17）。 
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修三の 3 人である（松丸 2018、p.28）。3 人の研究は、宮城まり子がねむの木学園を設立
した経緯やその歴史的意義、教育思想や教育実践に焦点を合わせたものである。また、年














                                                     
9 学校教育法第 18 条には、1960 年代当時も現在も「病弱等による就学義務の猶予・免除」が規定
されているが、1979（昭和 54）年の養護学校義務化までは、本条が結果的に障害児を学校教育
から排除することを容認する根拠として機能してきた経緯がある。 
10 「ヘット・ドルプ（Het Dorp）」とは、英語に訳すと「The Village」で、オランダ語で村とい
う意味を「この村」というように強調している。本稿では、宮城が理想とした施設として、ねむの
木学園と比較して調査している。 
11 榛村元市長は 2018 年 3 月 7 日に急逝したが、筆者は 2017 年 8 月 16 日に既にインタビューし
ている。 
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第 2 章 障害の社会モデルと社会的包摂 
 
2.1 障害の社会モデルと障害学の誕生 




















 この障害学は、1982 年にアメリカのアーヴィング・ケネス・ゾラ（Irving Kenneth 
Zola）たちによって創始され、その後イギリスでもマイケル・オリバーを中心として大き
く発展し、アメリカの Disability Studies Quarterly（DSQ）（『障害学季刊誌』）とイギ
リスの Disability and Society（『障害と社会』）という 2 つの学術雑誌を通して、国際社
会における障害の社会理論の形成に貢献している（杉野 2007、p.1）。こうしたなかで、
日本でも 1999 年に石川准・長瀬修編『障害学への招待』（明石書店）が刊行され、2003
年 10 月には障害学会が設立された 13。2004 年 6 月には、第 1 回研究大会が静岡県立大




さを訴えて、1970 年代に障害者運動が盛んになった（杉野 2007）。 
13 障害学会の 2003 年初代会長は石川准、2017 年 10 月から 2 年間は立岩真也が会長を務めたが、
2019 年 10 月からの 2 年間も立岩真也が会長を務めることになっている。障害学会 HP「障害学会
役員名簿」参照。 
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学にて開催 14され、2005 年には障害学会の学会誌『障害学研究』第 1 号が刊行された
（杉野 2007、pp.1-2）。その後 2018 年 11 月 17 日・18 日に障害学会第 15 回浜松大会が




























                                                     
14 障害学会の初代会長石川准は当時静岡県立大学国際関係学部教授であったため、静岡県立大学
で開催されたと思われる。 
15 障害学会 HP「障害学会第 15 回浜松大会」による。 
16 障害学会 HP「障害学会第 16 回京都大会」による。 
17 UPIAS1976 の定義を佐藤が翻訳したものである。 
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 インペアメント 18＝「手足の一部または全部の欠損、身体に欠陥のある肢体、器官または 
          機構を持っていること」 
 ディスアビリティ 19＝「身体的なインペアメントを持つ人のことを全くまたはほとんど考
慮 
           せず、したがって社会活動の主流から彼らを排除している今日の社 









 また、イギリス障害学はヴィク・フィンケルシュタイン（The Open University オープ
ン大学）やマイケル・オリバー（University of Greenwich グリニッチ大学）やバーンズ
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（Society of Disability Studies：SDS）の設立メンバーであり、ポリオと交通事故によ
る思春期からの障害当事者で、ハーバード大学で学んだ医療社会学者としてイギリスのマ
イケル・オリバーにもまさるアカデミックな業績をもつ障害理論家でもある（杉野
2007、p.66）。彼は、“Missing Pieces: A Chronicle of Living With a Disability”（Zola 
1982→2004）を出版している。この本の翻訳本は出版されていないが、その一部が杉野
により日本語に訳されている。題名は『忘れていた自分―障害とともに過ごした日々』で
















かれた論文を探し、“Missing Pieces: A Chronicle of Living With a Disability”（Zola 1982→
2004）を見つけた。偶然にも著者のゾラは「アメリカ障害学の父」といわれた社会学者であっ
た。 
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組織である障害者インターナショナル（Disabled People’s International：DPI）も 1981
年に組織化された。1981 年に発足した英国 DPI である英国障害者団体協議会（British 








 2.1.2 日本における障害者運動と障害の社会モデル 
〔日本の障害者運動 青い芝の会〕 
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25 五項目からなる「行動綱領」：「1、われらは自らが CP 者であることを自覚する。1、われらは
強烈な自己主張を行う。1、われらは愛と正義を否定する。1、われらは問題解決の路を選ばない。
1、われらは健全者文明を否定する」などであるが、詳しくは倉本（1999、pp.221-229）を参照。 
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26 activities of daily living の略で日常生活動作という意味である。 
27 quality of life の略で生活の質という意味である。 
28 『生の技法』の p.184 には、【文庫版追記】2017/6 とあるが、目次に〔文庫版追記〕2012/12 と
あるため尾中 1990→2012 とした。 
29 日常的には「介護」を用いるが、「弱き者を護る」という意味があるため、多くの障害者は「介
護」の代わりに「介助」を用いている（岡原 2012、p.192）。 
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30 エスピン・アンデルセン（Esping-Andersen 1999＝2000）による。 
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て自分で服を着るよりも、介助を受けて 5 分で着替え、残りの 55 分を使って社会参加するほうが
より自立していると言える、というものがある（槇 2013、pp.50-51）。 
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 2.1.3 日本の障害者の現状、障害者運動と障害者施策の経緯 
〔日本の障害者の現状〕 
                                                     
33 堀正嗣は、2013 年 10 月～2015 年 9 月の障害学会会長を務めている。障害学会 HP「障害学会
役員名簿」参照。 
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的障害児を含む）108 万 2 千人、精神障害者 419 万 3 千人となっている 34。複数の障害
を併せ持つ人もいるため、実際には単純な合計にならないが、合計すると障害者は 963
万 5 千人である。調査時点 35である 2016 年の日本の人口は、1 億 2,693 万 3 千人 36であ
るから、国民の 7.6％が何らかの障害を持っていることになる。 




 2016 年の日本の総人口の 7.6％にあたる 963 万人が何らかの障害を抱えているが、そ
のうち民間企業で雇用されているのは、同じ年の 2016 年では 47 万人強、2018 年では増
加しているが、それでも 53 万人強にすぎない 37。 
〔日本の障害者運動と障害者施策の経緯〕 
 日本の障害者運動と障害者施策の経緯については、文部科学省の「第 4 日本の障害者
施策の経緯 38」、「令和元年版障害者白書の障害者施策の主な歩み 39」、立岩（1990→
2012、pp.258-353）、要田（2004、pp.114-118）、柏倉（2017）の研究を中心に示し、詳











                                                     
34 内閣府 HP「令和元年版障害者白書 障害者の状況」による。 
35 厚生労働省の 2015 年から 2017 年の調査をまとめたものであるため、主な調査年である 2016
年の日本の人口とする。 
36 総務省 HP「人口推計」2016 年 10 月 1 日（確定値）による。 
37 厚生労働省 HP「平成 28 年 障害者雇用状況の集計結果」「平成 30 年 障害者雇用状況の集計
結果」による。 
38 文部科学省 HP。2010（平成 22）年に開催された文部科学省中央教育審議会初等中等教育分科
会（第 69 回）配布資料 「第 4 日本の障害者施策の経緯」による。 
39 内閣府 HP「令和元年障害者白書 障害者施策の主な歩み」による。 
40 戦前までの近代的な意味での社会福祉については、貧困対策として 1874 年に定められた恤救規
則がはじまりであり、これが現在の生活保護法につながっている（柏倉 2018、p.194）。 
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41 1998 年に知的障害者福祉法に改正される。 
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〔1990 年代 施設福祉と在宅福祉の二本立て〕 
 その後 1990 年代の政府の動きとしては、ノーマライゼーションを推進する国際動向に
押され、社会参加の促進として在宅福祉サービスを盛り込むために、いわゆる福祉八法
43が改正（1990）された。それによって、障害児・者の在宅福祉サービスが制度化され








43 「老人福祉法等の一部を改正する法律」は「社会福祉関連八法の改正」とよばれ 1990 年公布さ
れた。八法は、老人福祉法、身体障害者福祉法、精神薄弱者福祉法（現・知的障害者福祉法）、児
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童福祉法、母子及び寡婦福祉法、老人保健法（現・高齢者の医療の確保に関する法律）、社会福祉
事業法（現・社会福祉法）、社会福祉・医療事業団法（現在は廃止）である。 
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47 ここでは、当時の記述に従い敢えて「障がい者」とする。 
48 障害者差別禁止法は、2016 年 4 月 1 日に施行された。 
49 地域包括ケアシステムを一言で表現すると、障害のある人が住み慣れた地域で暮らし続けるた
めに必要な、地域生活を継続していくための支援の強化である（柏倉 2017、p.38）。 






続の可否 自治体任せ 「障害福祉」65 歳切り替え問題」参照。 
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 2.2.1 社会的排除／包摂概念の成り立ち 
 社会的排除／包摂の歴史については、表 3 にまとめている。「社会的排除」という言葉









                                                     
51 内閣府 HP「障害者施策に関する新長期計画（第１次計画）概要（平成 5 年 3 月）」 
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pp.42-43）。一方 EU では、2000 年 3 月リスボン欧州理事会（EU サミット）で、来る
10 年間における EU の「社会的結束を伴う持続的成長」という新たな目標を実現する一
つの手段として、社会的排除と闘う欧州モデルの構築が謳われることになった（岩田
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置く方式 54で調査した。回答者数は 584、有効回答数は 36.5%ということである。その
結果を基に、海外での先行研究を参考にして、日本の調査における社会的排除指標を構築



























                                                     
54 配票調査法のことで、調査員が調査対象者を訪問して調査票を配付し，一定期間内に記入して
もらい調査員が再度訪問して調査票を回収する方法である。 
55 詳細は表 4 を参照。 
56 なぜなら養育する家族のいない障害児には、例えば基本ニーズの食料・衣類・医療など社会福
祉として与えられるからである。 
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（平成 9）年、静岡県掛川市の山間部に広がる約 84 万平方メートルの地域に移転し、
1999（平成 11）年、オランダのヘット・ドルプを理想とした福祉・教育の文化村ねむの
木村を開村した（宮城 1999、pp.292-325）。2019（令和元）年現在、社会的包摂という
概念がまだ日本になかった 51 年前に設立し、22 年前に浜岡町から掛川市に移転したねむ
の木学園の活動を一事例として調査し、社会的包摂という観点から考察したい。 
  
                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
                                         磯部志げ子 ISOBE Shigeko 
30 
 
第 3 章 宮城まり子とねむの木学園 
 
 宮城まり子とねむの木学園について先行研究を行ったのは、村井実、渡辺弘と松丸修三







想と教育実践の 2 つに分けて述べていく。 
 
3.1 先行研究 
 3.1.1 宮城まり子とねむの木学園 ―設立の経緯と歴史的意義― 
1927 年（昭和 2）年 3 月 21 日、宮城まり子－本名は本目眞理子（ほんめまりこ）－は
東京の蒲田に生まれた。1955（昭和 30）年には、歌手としてデビューし女優としても活
躍していた（宮城 2007b 58）。宮城の著書である『また あしたから』と『まり子の「ね
むの木」45 年』の末尾に、各々「三十年のねむの木学園の歩み（宮城 1999、pp.292-
325）」と「著者・宮城まり子略歴（宮城 2012、pp.284-287）」がある。その中から主な
出来事を抜き出した内容に、2007 年 3 月の『日本経済新聞』に掲載された「私の履歴
書」およびねむの木村ホームページにある「学園小史」 59を参考に加筆し、その歴史を紹
介する 60。ただし、毎年の行事を詳述することは紙面の都合上不可能なので、年間の行
事について説明するために、特に創立 50 周年となった 2018 年の行事のみを詳細に記述
している。詳しくは表 5-1 から表 5-13 にまとめている。 
 
1957 年 『婦人公論』の「まり子の社会見学」の取材で知恵遅れの子どもを知る（宮 




                                                     
57 3 人とも教育学者である。慶応義塾大学名誉教授である村井実は、渡辺と松丸の恩師である（松
丸・渡辺編 1994、p.ⅴ）。 
58 宮城まり子「私の履歴書②」『日本経済新聞』2007 年 3 月 2 日付朝刊、p.44。 
59 ねむの木村 HP「学園小史」。 
60 松丸（2018、pp192-194）に同様の解説があるが，本研究の性質上全く同じではない。 
61 宮城まり子「私の履歴書⑮」『日本経済新聞』2007 年 3 月 16 日付朝刊、p.44。 
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心する（宮城 1999 、pp.292）。 
1962 年 土地探し始まる。土地が高く買えないので、静岡県まで足をのばす。 























    「新ねむの木こども美術館」を開館する。 
2012 年 障害者自立支援法及び児童福祉法の改正に伴い、新体系に移行する。 
                                                     
62 同前。 
63 宮城まり子「私の履歴書⑱」『日本経済新聞』2007 年 3 月 19 日付朝刊、p.40。 
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    「指定福祉型障害児入所施設ねむの木学園 やさしいお家 64」 
    「指定障害者支援施設ねむの木学園 星に祈る 65」 
    「指定障害者支援施設ねむの木学園 感謝の心 66」 
2018 年 4 月 6 日創立記念日 50 周年を迎える。 
2018 年 5 月 31 日～6 月 1 日 ねむの木学園 50 周年記念みんなで春の遠足。天竜浜
名湖鉄道貸し切り電車の旅（掛川駅～西気賀駅）THE HAMANAKO ホテル宿泊。翌
日フラワーパークへ出かける。 
2018 年 7 月 15 日～22 日、第 107 回「ねむの木学園のこどもたちとまり子美術展」
を北海道南富良野町保健福祉センターみなくるで開催。 
2018 年 9 月 23 日学校茶道合同茶会に代表の子どもたちが参加。（浜松市松韻亭） 
2018 年 11 月 27 日天皇皇后両陛下ねむの木学園に行幸啓。 






















                                                     
64 障害児入所施設ということで、18 歳未満の障害児が入所している。 
65 主にねむの木学園で育った 18 歳以上の障害者が入所している。 
66 浜岡町から掛川市へ移転してきたとき新たに設立した身体障害者療護施設「ねむの木のどかな
家」が前身の施設であり、18 歳以上の障害者が入所している。 
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67 カッコ内については筆者補記。 
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くなりたがっているという 3 点である。 








 3.2.1 浜岡町ねむの木学園から掛川市ねむの木村への移転 






会「養護施設ねむの木学園」である。正式なねむの木村開村式は 1999（平成 11）年 5 月
15 日であるが、その 2 年前の 1997（平成 9）年には現在地に移転している。学園の概要
では、「ねむの木村は、健康な人も障害をもつ人も互いに助け合いながら共に生活するこ
                                                     
68 2018 年 4 月 28 日、宮城へのインタビュー調査に基づく。表 6-1 参照。 
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のために（灌漑用水のため水を流すと池の地肌が見えて美しくない）（表 6-1） 75。 
 
                                                     
71 ねむの木村 HP「学園の概要」 
72 「浜岡原子力発電所」HP による。１号機は 1971 年着工、1976 年営業運転開始している。 
73 宮城まり子「私の履歴書⑬」『日本経済新聞』2007 年 3 月 20 日付朝刊、p.44。 
74 カッコ内の記述は、筆者が補記。 
75 同前。 
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 3.2.2 ねむの木村移転前から移転後への変化  
 1997（平成 9）年のねむの木村移転前の掛川市上垂木知連山中地区は、鬱蒼とした森
に囲まれた山間部であり、なかでも杉の植林された山が多かった。1990（平成 2）年の
世帯数は 19 戸、住民数は 69 人で、道路は１車線、定期バスも運行していなかった（図
5）。 
(1) 道路整備 
                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 




ら 1997（平成 9）年にかけて掛川市において整備を行い、計 4 億 243 万 7 千円が支出さ
れた。この事業費については、1994（平成 6）年から 1997（平成 9）年にかけて地域総
合整備事業債の借入を行い、計 2 億 1,800 万円を借り入れたが、利息を含めて 75%程度




(2) 定期バスの運行  




つ運行し、掛川駅前からねむの木美術館までの運賃は大人一人片道 300 円である 78。た
だ、2017（平成 29）年度の経常収益は 134 万 6,928 円、経常費用は 1,371 万 3,811 円、
よって 2018（平成 30）年度の掛川市負担額は 1,236 万 6,883 円となっている 79。多額の
費用がかかっているが、観光客のために便利であるだけでなく、地元住民にとっても、小
学校への通学、運転できない高齢者の買い物や通院のために役立っている。また、少しで










                                                     
76 掛川市役所財政課に問い合わせたところ、20 年以上前の事業であることから詳細な資料が残っ
ておらず、可能な範囲で抽出したものである。2017 年 7 月 6 日財政係より情報提供。 
77 実際には、国土地理院の地図を利用した HP で図 2 と図 3 を作成した。 
78 掛川市 HP「掛川市自主運行バス（市街地循環線以外）時刻表・運賃表」桜木線による。 
79 掛川市 HP「掛川市の公共交通」資料 平成 30 年度負担分 公共交通収支状況（PDF）によ
る。 
80 掛川市 HP「掛川市自主運行バス（市街地循環線以外）時刻表・運賃表」桜木線による。2019
年 10 月 9 日掛川市生涯学習推進課地域交通係より情報提供。 
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 住民への聞き取り調査を実施し 81、1960（昭和 35）年から 2010（平成 22）年まで 10
年毎および 2019（令和元）年 8 月における当地区の人数と世帯数を図 5 にまとめた。 
(5) 知連山中地区住民への聞き取り調査 
ねむの木村について、地元住民を対象として、移転前と移転後に分けて、意識調査を
実施した 82。その結果、表 8 にあるように移転後の方がより評価が高いことがわかる。
理由については、複数回答であるが、道路が広くなったことへの評価が圧倒的に高い。ま
た、ねむの木村設立後に移ってきた住民にもアンケートを実施し、表 9 にまとめた。 
(6) 分析結果  
 本調査では、(1)から(5)の結果を図 4、図 5、表 8、表 9 で示したことにより、以下のこ
とが明らかになった。 
①インフラ整備：道路拡幅と上水道敷設による利便性の向上 












 ①の道路拡幅による利便性の向上にもよるが、図 4 のねむの木学園への視察者数から
明らかなように、近年でも少なく見積もって年 5,000 人前後がねむの木村を訪れている
83。 
                                                     
81 掛川市役所市民課に問い合わせたところ、上垂木より小さい地区での調査はしていないという
ことが判明した。知連山中地区は上垂木の一部のため 2017 年 8 月 7 日～13 日と 2019 年 8 月
15 日に筆者が調べ、図 5 にまとめた。 
82 地元住民 64 人のうち、26 人（移転前からの住民 22 人、移転後に移住してきた住民４人）に調
査することができた．移転後に移住してきたのは 2 世帯 5 人である。2017 年 8 月 11 日～15 日
に筆者が調査し、表 8 と表 9 にまとめた。 
83 ねむの木学園から 2017 年 8 月 6 日と 2019 年 8 月 9 日に筆者に情報提供したものを図 4 にまと
めた。 
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 図 5 によると、1960 年から 1990 年にかけて人数は約半減し、世帯数も減少してい
る。ところが、1990 年に住民数 69 人、世帯数 19 戸であったが、1997 年のねむの木村
移転後の 2000 年には住民数 78 人、世帯数 21 戸と、1960 年以降で初めて増加してい
る。現在は、調査した中では最低数であるが、ねむの木村に住む障害児・障害者 75 人、
勤務する教職員 80 人（居住している教職員もいる） 84を加えれば、1960 年と比べると住
民数は多い。 
⑤住民の意識の変化－特に障害者理解の深化－ 




















 静岡県掛川市上垂木知連山中地区にあるねむの木村は、桜木池付近の約 84 ヘクタール
の土地の一部に福祉施設や校舎、実習用のお店、文化施設を設けている。ねむの木村の景
観については、図 6-1 と図 6-2 にまとめている。また、他の施設との比較として表 10-1
                                                     
84 2019 年 8 月 15 日にねむの木学園の職員への問い合わせをしたところ、年平均した障害児・者
が 75 人、教職員が 80 人ということである。 
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る。また、ゲストハウスとして、「ねむの木 MARIKO ガーデン」がある（宮城 1999、
pp.292-325）（表 10-1、図 6-1、図 6-2）。 
 2019（令和元）年に 92 歳になった宮城は、70 歳の時に 29 年間過ごしてきた浜岡町を
離れ、この地に理想の村をつくり始めた。掛川市に移転を決めてから、地権者宅を一軒ず
つ訪問し、土地買収に約 12 年の歳月を要した。村づくりにかけた事業費は約 22 億円、
国や県の補助金が約 7 億円で、残りの 15 億円のうち約 7 億円が借金ということであった





















ど う だ ん つ つ じ
が彩り、オレンジ色の屋根や草の生えた屋根に白い壁の建物が立ち並ぶ場所
                                                     
85 旧肢体不自由児療護施設である。障害児入所施設には医療型と福祉型があるが、ねむの木学園
は福祉型障害児入所施設である。 
86「70 歳・宮城まり子さんの夢『ねむの木学園』育って村に」『朝日新聞』1997 年 6 月 26 日付夕
刊、p.1。 
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  員、こどもたち 91 
 (6)積極的な対外活動：国内外における美術展やコンサート 
 (7)ねむの木村の建設：健康な人も障害をもつ人も、あらゆる人が互いに助け合いな 




  やさしくね 
  やさしくね 
  やさしいことはつよいのよ 
 
 高等部 
  わたしたちは 
  造形の神のたまわれた試練を 
  恩恵とうけとり 
  あらゆる困難にたえ 
                                                     
87 2017 年 9 月 20 日筆者インタビュー。表 6-2 参照。 
88「ねむの木 50 年 1000 人祝う 宮城さん『みなさんのおかげ』」『読売新聞』2018 年 10 月 29
日朝刊、p.25。 
89ねむの木学園の職員からの情報であるが、多少の入れ替わりがあるということである。2019 年 8
月 15 日に調査。 
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  楽しく 強く そしてたよることなく 
  やさしく あくまでもやさしく 
  感謝し ものごとに対処し 
  根気よく 自分の造形に挑戦したい 
  心おどるであろう 
  これがわたしたちのやったことだと 
 
 ねむの木学園の特徴を整理すると、次の 7 点が挙げられる。 
 まず第一に、ねむの木学園は、家族を目指しているということである。 
 しかし、実際には、生活の場としてのねむの木学園は施設である。前述したように、
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92 毎年 10 月の下旬の日曜日に運動会を実施している。この運動会には、保護者やねむの木学園関
係者だけでなく、地域の人たちやねむの木学園を応援する人たちが、毎年参加している。 
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93 ねむの木村 HP「学園小史」には、2018 年 7 月 15 日～7 月 22 日第 107 回「ねむの木学園のこ
どもたちとまり子美術展」とあるように、50 年で 100 回以上の美術展を開催している。 
94 画家（1921-1981）。『週刊新潮』の創刊号から表紙絵を亡くなるまで 25 年間担当。 
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95 ねむの木村 HP「関連図書」によると『画集 ねむの木の詩 第 1 集 はじめての画集』、『画文
集 としみつ』、『画集 ねむの木学園こども美術館』など画集 10 冊、『詩集 たかひろ』を出版し
ている。 
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り立てている事実がある。2018（平成 30）年のねむの木 50 周年記念運動会には、1,000
人が訪れた 97。そこで披露したのは、ダンスや茶道など日頃「こどもたち」が学んでき
                                                     
96 宮城はメリケン粉と記述しているが、小麦粉のことである。 
97「ねむの木 50 年 1000 人祝う 宮城さん『みなさんのおかげ』」『読売新聞』2018 年 10 月 29
日 p.25。 
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98 図 6-2 の「こどもたち」が描いた絵を使った、タオル、包装紙やコーヒーカップの写真参照。 
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99「強制不妊救済法が成立 対象外の被害者どう対応 旧優生保護法改正前手術に限定」『日本経
済新聞』2019 年 4 月 25 日付朝刊、p.38。 
100 宮城まり子監督作品（1974）、映画「ねむの木の詩」。 
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 肢体不自由児療護施設は、1979 年 5 月 1 日から法律体系に位置付けられたもので、全国的
にも 7 か所ほどの数少ない施設である。本県唯一のこの種の施設である創立者本目眞理子
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（表 10-1、図 8 参照）。50 年以上前に建てられた施設について、現在の状況を調査すべ





 4.1.1 創設当時のヘット・ドルプ 
 まず、宮城まり子の活動として、注目しておきたいことがある。宮城は、1975（昭和
50）年 3 月 21 日に近畿放送のテレビ番組「まり子のチャリティ・テレソン」（以下テレ
ソンと略す）（宮城 1976、p.221）で、日本で初めてのチャリティ番組を試みた。同様の
チャリティ番組である現在の日本テレビの 24 時間テレビ「愛は地球を救う」は、1978








                                                     
101 地図にはアルムヘムと記述してある。 
102 日本テレビ 24 時間テレビ愛は地球を救う HP「ヒストリー」参照。 
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 1962（昭和 37）年の 11 月のことでした。ここにあった身障児センターのクラップ・ウェ
ルクス院長は、新しい身障者の村を建設する必要性を国民に訴えました。オランダには、た
った一局しかない国営のテレビ局を通じて 23 時間――。集まったお金は、2100 万ギルダー、
日本円にして 25 億円です。この浄財をもとにしてこの村がつくられたのです。 
 いま、ヘット・ドルプには、教会、劇場、美術館、マーケット、ガソリン・スタンド、郵
便局、交通公社、そして数多くのアパートふうの 2 階家が並んできます。44 エーカー、17 万
平方メートル、そこには 413 人の身障者といわれる人たちがいます。 
 









 ある男性に収入について聞いてみましたら「週給 300 ギルダー（1 ギルダーは約 120 円）、







者はヘット・ドルプについて書かれた論文を探し、“Missing Pieces: A Chronicle of 
Living With a Disability”（Zola 1982→2004）という本を見つけた。この本の翻訳本は
出版されていないが、その一部が杉野昭博により日本語に訳されている。題名は『忘れて





成 30）年の障害学会第 15 回浜松大会における見附陽介の口頭報告 105によると、日本に
おいてゾラの研究をより展開していく必要性があるということであった。宮城は、諸外国
                                                     
103 宮城まり子「私の履歴書⑲」『日本経済新聞』2007 年 3 月 20 日付朝刊、p.44。 
104 同前。 
105 第 15 回障害学会浜松大会において、見附陽介は「『障害』と『高齢化』問題の連携の意義と理
論的可能性の検討」というテーマで口頭報告した。 
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 Zola（1982→2004） 106によると、ヘット・ドルプは、1960 年代のオランダで、ヨハ
ナ財団リハビリテーション・センターの院長であったクラップ・ワイク博士が、リハビリ
施設を出た後に住むところがない 18 歳以上の身体障害者の住居を提供するために作った
コミュニティということである。1962 年 11 月に 23 時間ラジオとテレビ・マラソン番組
をつくり、オランダ国民の良心に訴えかけ、2100 万ギルダー（当時の日本円で 25 億
円）を集めた。その寄付金を使って、オランダのアーネム市に、1964 年から建設を始






















動車椅子を使っていた。ゾラは、1972 年 1085 月の一週間の滞在中、電動でない車椅子を
                                                     
106 杉野（2007）の翻訳はゾラの著書の一部のため、創設当時のヘット・ドルプについて、筆者で
ある磯部が翻訳したものである。 
107 1 フィート＝0.3048m、16 フィート×14 フィート＝21.07m2。1 坪＝3.30379 m2。 
108 ゾラは 1935 年生まれで 1994 年に亡くなっている。1972 年当時は 37 歳であった。 
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が女性で、住民が援助を必要としたとき呼び出すことができた。当番で 8 時間毎の 3 つ
のシフト体制を取っている彼らを、日中あるいは夜のいつでも利用する 109ことができ
た。他には、中央キッチン援助を含む約 50 人の管理職員、他の 70 人の大部分は技術的
なサービスを行う職員である。他にもこのヘット・ドルプに入居基準やコミュニティの運
営方法、イベント、住人たちの診断名、労働の状況やプライバシーについても書かれてい
るが、2018 年 8 月下旬に筆者が訪問した際には、その状況は大きく変わっていた。次項
では、現在のヘット・ドルプについて記すこととする。 
 
 4.1.2 現在のヘット・ドルプ 
 筆者は、2018（平成 30）年 8 月 26 日から 9 月 1 日まで、宮城が理想としたヘット・















                                                     
109 彼らは食事やトイレやシャワ－などの介助をする。 
110 インタビューは、英語で行った。オランダは EU 加盟国のため、若者は英語が流暢であるが、
一定の年齢層以上の人は英語でのコミュニケーションに時間がかかった。 
111 シーザは、政府によって支払われている非営利の医療機関である。ヨーストによると、2008 年
の統計ではシーザが支援している障害者数は 3,638 人、従業員数は 2,071 人、そのうちヘット・ド
ルプで生活する障害者数 170 人、従業員数 245 人ということである。 
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て、訪問した 2018 年 8 月には、古い住居の解体工事や新しい施設の基礎工事の真最中で













                                                     




                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 






































                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
                                         磯部志げ子 ISOBE Shigeko 
58 
 































                                                     
114 パンフレットには 30 人とあったが、2018 年 8 月当時は増えていた。 
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118 ヘット・ドルプのホームページをチェックしているが、2019 年 12 月 25 日現在完成していな
いようである。 
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 1927（昭和 2）年 3 月 31 日、大分県別府市に生まれた 121中村裕は、1951（昭和 26）
年九州大学医学部専門部を卒業し、翌年九州大学医学部整形外科医局へ入局した（追悼集
編集委員会 1984） 122。 





は、厳しい言葉を中村に投げかけた（中村 1975、p.11） 123。 
 




害者用の住宅を 12～15 戸分散して設けるものであり、棟の一画に介助職員が 8 時間交代で 24 時
間待機し、入居所の要請に応じて介助する（奥野 1985）。 
120 秋山ちえ子「身障者の町からの報告、オランダ・アルンヘム市 日本では“病人”が立派な生活
者」『読売新聞』1974 年 11 月 26 日付朝刊、p.20。 
121 宮城まり子は 1927（昭和 2）年 3 月 21 日生まれで、誕生日は中村より 10 日早い。 
122 太陽の家 HP「太陽の家 WEB ライブラリー（ベータ版）」『中村裕先生を偲ぶ』による。 
123 太陽の家 HP「太陽の家 WEB ライブラリー（ベータ版）」『太陽の仲間たちよ』による。 
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charity, but a chance!）」、「世に身心（しんしん）障害者はあっても仕事に障害はあり得
ない」という理念の下、1965（昭和 40）年 10 月 5 日、大分県別府市に太陽の家 126を設





                                                     
124 病気や事故で脊髄の機能をそこねて、下半身にマヒなどの障害をおこした人。 
125 日本パラリンピック委員会 HP「パラリンピックの歴史」によると、1948 年ロンドンオリンピ
ックにあわせてストークマンデビルで行われた身障者スポーツ大会で、現在のパラリンピックの原
点である。 
126 「太陽の家」という名称は水上勉が名付けた（中村 1975、p.44）。 
127 太陽の家 HP「故中村博士について」による。 
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 中村は、念願であった福祉工場 128については、1972（昭和 47）年にオムロン創業者
の立石一真の協力で大分県別府市に共同出資会社 129としてオムロン太陽株式会社を設立




1984（昭和 59）年に中村は 57 歳という若さで逝去したが、翌年の 1985（昭和 61）年に
はオムロン京都太陽の家をはじめ、全部で 8 社の共同出資会社が設立された。また、技
能向上のために、1981（昭和 56）年には第 1 回国際身体障害者技能競技大会を東京で開
催した。そして、身障者スポーツの振興にも力を注ぎ、1975（昭和 50）年には、第 1 回
フェスピック大会（極東・南太平洋身体障害者スポーツ大会 Far East and South Pacific 
Games for the Disabled の下線の頭文字）を大分県で開催し、国際障害者年の 1981（昭
和 56）年には第 1 回大分車いすマラソン大会を開催した 131。フェスピック大会は、
1975 年から 2006 年まで 9 大会開催され、アジアパラ競技大会へ引き継がれていった
132。世界で初めての「車いすだけのマラソンの国際大会」である大分車いすマラソン大
会は、大分国際車いすマラソン大会として毎年開催され、2019（令和元）年 11 月 17 日
には第 39 回大分国際車いすマラソン大会が開催された。 
 太陽の家では、現在 1,104 人の障害者が働いている 133。現在では企業による障害者雇
用が進んだこと 134により、太陽の家創設当時は北海道から大分県別府市の太陽の家へ働
きに来た身障者もいたということだが、現在では地元の人が大半を占めるということであ
                                                     






設立した会社で、現在 8 社ある。 
130 普通の小さなスーパーマーケットであるが、徒歩圏内に他に大きなスーパーマーケットはない
ということであった。筆者が滞在していた 1 時間で、買い物客は入れ替わっているが常時 10 人は
いて、そのうち身体障害者 4 人が買い物をしていた。従業員も身体障害者 2 人が働いていた。レジ
は昇降ができ、従業員や客が健常者でも身体障害者でも対応できるようになっている。 
131 太陽の家 HP「太陽の家の歩み」 
132 フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』フェスピックより。 
133 太陽の家 HP「太陽の家 概要」一目でわかる太陽の家「事業所別在籍者数」による。 
134 障害者雇用率の設定（2018 年 4 月に 2.0%から 2.2%へ引き上げ）や特例子会社の制度、納付金
制度など障害者雇用についての制度は、不十分ながらも拡充してきている。 
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ポートレッツ」（以下、レッツと略）を設立した（表 10-2、図 10 参照）。レッツは、「知
的障害児者」という言葉をはずし 2004（平成 16）年に NPO 法人化し、2014（平成















                                                     
135 筆者が 2019 年 7 月 22 日に大分県別府にある社会福祉法人太陽の家を訪問した際に、広報担当
者から説明を受けた。 
136「障害者の「アート」発信 NPO 理事長 久保田翠さん」『静岡新聞』2018 年 3 月 8 日付朝
刊、p.32。 
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 このアルス・ノヴァで 2016（平成 28）年から始まったのが、「タイムトラベル 100 時
間ツアー」（以下ツアーと略す）という観光ツアーである。障害福祉施設アルス・ノヴァ
                                                     
137 クリエイティブサポートレッツ HP「レッツとは？」 
138 2018 年 9 月末までは「自立訓練」事業も行っていたが、「就労継続支援 B 型」事業に統合した
ため廃止した。クリエイティブサポートレッツ HP「平成 30 年度 事業報告書」参照。 
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 2018（平成 30）年 5 月 26 日、静岡県西部にある JR 高塚駅に着くと、車で迎えに来て
くれたスタッフとともに通称「かわちゃん」が小さなプラカードを持って歓迎してくれ
た。駅から、車で 5 分ほどの賑やかな通りに面した場所にあったアルス・ノヴァの施設























場者が交流する企画で、2017（平成 29）年 1 月から 2 月に市内で行われた「表現未満、
実験室」というプロジェクトである。この実験の結果、レッツでは、誰もが排除されずに
                                                     
139 2018 年 5 月 26 日・27 日の一泊二日でツアーに参加． 
140 2018 年 11 月 1 日にたけし文化センター連尺町のオープンと同時に移転した。 
141 2018 年 5 月 26 日ツアー中「1 日目の振り返り」の中でスタッフ（当時：現在は転職）に筆者
がインタビューした。 
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連施設を 2018（平成 30）年 11 月 1 日に浜松市連尺町にオープンした。久保田は、「実際
に障害者と出会うことで、来場者の価値観を揺さぶりたい」と意気込む。新施設は「たけ
し文化センター連尺町」で、3 階建ての延べ面積約 400 平方メートル、入場無料で講座や
ワークショップなども開かれている。この建物の 3 階には宿泊・住居機能もある。2019

















                                                     
142 「知的障害あるがままに④ クリエイティブサポートレッツ理事長久保田翠さん」『日本経済新
聞』2019 年 10 月 18 日付夕刊、p.2。詳細は、クリエイトサポートレッツ HP「たけしと生活研究
会」参照。 
143 2018 年 5 月 27 日ツアー中「久保田翠との振り返り」の中で久保田へのインタビュー調査に基
づく。 
144 同前。 
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145 1959 年から 1966 年における文部省調査局統計課の『学校基本調査報告書』を利用して松丸修
三が調査している（松丸 2009、pp.58-62）。 
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い人たちこそ、第 2 章第 2 節で述べた「いちばんしんどい人」、つまり社会的に最も包摂










                                                     
146 監督し、保護すること。親権には、財産管理権と身上監護権があり、監護権とは、子供と共に
生活をして日常の世話や教育と行う権利のことを指す。主に未成年の子供を持つ保護者（親権者）
が持つ権利であり、民法 820 条、刑法で保護された親の義務でもある。 
147 ねむの木学園の第一の特徴として、家族を目指していることを挙げている。 
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148 3.3.2 ねむの木村の活動、ねむの木学園の第七の特徴の中で、元厚生省児童家庭局長の竹内嘉
巳の話として挙げたが、ねむの木学園を作ったことによって新たに作られた制度があった。 
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けが、多くの支援者に伝わり、例えば 2019（令和元）年 10 月 27 日に行われたねむの木
学園大運動会に全国から約 900 人の観客が集まった 150ことにもつながっている。 
 前述したように、創設当時のヘット・ドルプは言葉というより、表 10-1 にある鍵の形
の紋章がヘット・ドルプの活動を表していた。太陽の家では「保護より機会を！（No 
















                                                     




150「熱演に 900 人声援 ねむの木学園大運動会」『読売新聞』2019 年 10 月 28 日朝刊 p.27。 
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151 エイブル・アートは 1995 年に日本で始まった障害者芸術を捉え直す運動である。 
152 文化庁 HP「障害者による文化芸術活動の推進に関する法律」参照。 
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2012）は、1970 年代または 80 年代の施設では、「虐待」と「待遇の悪さ」が改善された
としても、「管理」と「隔離」という課題があると述べている。ねむの木学園がそうでな
いことは、第 3 章 3 節 2 項で既に記した。前述したように、「隔離」の第三の特徴とし
て、しばしば既にその立地条件からして「人里離れた」場所であるとしている（尾中
                                                     
153 厚生労働省 HP「生活習慣の改善等により健康寿命の延伸等を図ること（施策目標 1-10-2）」の
健康寿命と平均寿命の推移（p.5）によると、平成 28 年の調査では、男性の平均寿命は 80.98 歳、
健康寿命は 72.14 歳で 8.84 年の差、女性の平均寿命は 87.14 歳、健康寿命は 74.79 歳で 12.35 年
の差がある。つまり、平均すると亡くなるまでの男性で約 9 年間、女性で約 12 年間は、病気や事
故により何らかの障害を持つ可能性が高い。 
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154 宮城は主観的な視点を最も重要視している。1987 年のノーベル生理学・医学賞を受賞者で、
1990 年代以降、脳研究に取り組んできたアメリカのマサチューセッツ工科大学（MIT）の利根川
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性側索硬化症 156（Amyotrophic lateral sclerosis：ALS）」の患者である舩後靖彦、2 位
の重度障害者の木村英子が、この参院選で初当選した 157。大型の電動車椅子を使う 2 人
が国会議員になったことにより、国会議事堂では参議院だけでなく、衆議院もバリアフリ
                                                     
進教授は、今後の脳科学の発展について「脳を研究するということは、物体と精神という二元論の
境目がなくなることを意味する」と語っている（「脳科学に異分野の知見 ノーベル賞の米 MIT 教







155 令和元年（2019）年 7 月 21 日に実施された。 
156 全身の筋肉が徐々に動かなくなる難病である。 
157 政治団体「れいわ新選組」の代表山本太郎は、今回の参院選比例代表に立候補した全ての候補
者で最高となる 97 万票以上を獲得したものの落選した。新設された特定枠で擁立した 2 人が優先
的に当選し、3 議席目を得られなかったためだ。｢れいわ･山本氏 最高得票で落選 97 万票も特
定枠影響｣『静岡新聞』2019 年 7 月 22 日付夕刊、p.10 による。 
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ある。2018（平成 30）年に引き続き、2019（令和元）年 10 月も東京都内に期間限定で
「分身ロボットカフェ」をオープンしたオリィ研究所の吉藤オリィ 164代表である。分身
                                                     
158「衆院もバリアフリー検討、れ新 2 氏、参院選当選受け、設備・審議方法の対応急務」『日本経
済新聞』2019 年 7 月 30 日付朝刊、p.4。 
159｢バリアフリー国会､道半ば―ハード改善､ソフトに課題｣『日本経済新聞』2019 年 9 月 13 日夕
刊、p.2。 
160 前述したように、実際に、障害者による文化芸術活動の推進に関する法律が 2018（平成 30）
年に成立し施行された。 







163「あすへの話題 天才の育て方 経済学者松井彰彦」『日本経済新聞』（2019 年 5 月 23 日夕
刊、p.1）によると、稼ぎ頭の寺尾勝広さんは 2 週間で描きあげた 2m 四方の絵が海外において
400 万円で売れたそうだ。 
164 本名は吉藤健太朗であるが、折り紙が得意だったことからオリィと名乗る。 
                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
                                         磯部志げ子 ISOBE Shigeko 
79 
 
ロボットカフェでは、ALS などの難病や重い障害で外出が難しい患者 30 人が、カメラや
マイクが搭載された小さなロボット「OriHime（オリヒメ）」を遠隔操作する。実際に接
客し、コーヒーなどを運ぶのは身長 120 センチメートルほどのロボット「OriHime-D
























                                                     
165「第 8 部となりのロボ(1)分身ロボで出勤、宇宙カフェへ（Disruption 断絶の先に）」『日本経済
新聞』2019 年 11 月 6 日朝刊、p.12。 
166 オリィ研究所 HP「オリィ研究所設立前のヒストリー」 
167 同前。 
168 前述したように、槇は第 2 章で、筆者も第 5 章で障害者の居住場所の選択肢があることの必要
性について述べている。 
169 総務省 HP「2030 年代に実現したい未来の姿と実現に向けた工程イメージ」 
170 内閣府 HP「日本経済 2016-2017 新たな産業変化への対応」によると、第 18 世紀末以降の水
力や蒸気機関による工場の機械化である第 1 次産業革命、20 世紀初頭の分業に基づく電力を用い
た大量生産である第 2 次産業革命、1970 年代初頭からの電子工学や情報技術を用いた一層のオー
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トメーション化である産業革新を第 4 次産業革命と呼ぶ。第 4 次産業革命とは、モノのインターネ
ット化（Internet of Things：IOT）やビッグデータ、人工知能（AI）、ロボットなどに代表される
産業・技術革新である。この第 4 次産業革命によって変化する社会を想定している。 
171 本稿では石川准とアーヴィング・ケネス・ゾラの例から障害者のアイデンティティの獲得 
について第 2 章で述べている。 
172 第 2 章で前述した、夏目、堀、星加の主張である。 
173 渡辺（2003）、福嶋（1987）、橋本（2012）、岡原（1990→2012）、立岩（1995→2012）ほか多
数。 
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彩ってくれた。父が 2008（平成 20）年 11 月に亡くなり、その後母は約 10 年後の今年











176 テレビ寺子屋 HP。日曜朝 6 時半からのテレビ静岡の番組「テレビ寺子屋」で、2019 年 12 月
22 日の講師は大谷由里子であった。 
177「『教える』から『助ける』へ 松浦寿輝」『日本経済新聞』2019 年 12 月 22 日朝刊、p.32。 
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図 1 障害者の選択による「平等派」「差異派」「障害者が目指すべき道」 
              統合 
           
         第 2 象限    第 1 象限 
   「障害者が目指すべき道」          
       「異化&統合」   「平等派」 
 
   異化                        同化 
      
       「差異派」 
                「障害者の現状」 
         第 3 象限    第 4 象限 
 




表 1 障害者数と施設入所者数とその割合 
                       （単位：万人）   （単位：％） 
障害区分 総数 在宅者数 施設入所者数 施設入所者数割合 
身体障害児・者 436.0 428.7 7.3 1.7％ 
知的障害児・者 108.2 96.2 12.0 11.1％ 
精神障害者 419.3 389.1 30.2 7.2％ 
合計 963.5 914.0 49.5 5.1％ 
 
          障害者内閣府 HP「令和元年版障害者白書 全文 参考資料 障害者の状








                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
                                         磯部志げ子 ISOBE Shigeko 
91 
 
表 2-1～表 2-4 日本と国外の障害者運動と障害者施策比較 
 
表 2-1 日本と国外の障害者運動と障害者施策比較 
 
表 2-1～表 2-4 の日本と国外の障害者運動と障害者施策の経緯については、文部科学省の「第 4 
日本の障害者施策の経緯 」、「令和元年版障害者白書の障害者施策の歩み」、立岩（1990→2012、
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表 3 社会的排除／包摂の歴史 
  
年 国・組織 出来事 
1974 フランス シラク内閣の社会相であるルネ・ルノワール『排除された人びと－フラ
ンス人の 10 人に１人』刊行 
1975 フランス 障害者政策を総合的に規定する障害者法成立 
1988 フランス 参入最低所得（RMI）として制度化が始まる 
1989 EC 欧州委員会（欧州連合の政策執行機関）は「欧州社会憲章」において「社
会的排除との闘い」決議を採択 
1992 EU 初めて EU による定義の提示 
1994 ILO 国際労働機関（ILO）は 1994 年から国連開発計画（UNDP）の資金援
助の下で、多くの発展途上国における社会的排除の実態調査を実施  
1997 EU アムステルダム条約 社会的排除と闘う加盟各国の活動を支援 
1997 イギリス ブレア政権による社会的排除対策室の設置  
1997 世界銀行 ウォルフェンソン総裁の就任にともなって 1997 年から社会的包摂政策
の展開を開始 
1998 EU 公式文書に使用されるようになる 
1998 OECD 第 37 回閣僚理事会において社会的排除問題への取り組みを決定 
1999 EU アムステルダム条約発効 





2002 イギリス 社会的排除対策室は当時の副首相府下に移管 
2005 EU リスボン戦略の見直しと「再スタート」 
2006 イギリス 再度内閣府の管掌「社会的排除タスク・フォース」に名称変更 
2010 EU 社会的包摂の新しい展開「貧困と社会的排除と闘うヨーロッパ・イヤー」 
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①耐久財 以下の 10 項目のうち 1 項目以上が「経済的に持てな 
 い」 
 参考 テレビ、冷蔵庫、電子レンジ、冷暖房機器、湯沸し器 
    電話、ビデオデッキ、ステレオ、礼服 








 くとも 1 つを使うことができない 
 参考 図書館、公共のスポーツ施設（公営プールなど） 
    役所、保健所、公会堂・公営ホール・町内会など 
    公園・広場、公共の交通サービス（公営バス・電車など） 
⑤ライフライン ライフライン（電気、ガス、電話）の停止経験 
4.社会関係の欠如 ①人とのコミュニケーション 人（家族を含む）と 2 ～3 日に 1 




④社会ネットワーク 以下の 6 項目について「同居の家族以外に 
 頼れる人がいない」が 1 項目以上 
 参考 病気の時の世話、寂しい時の話し相手 
    1 人ではできない家の周りの仕事の手伝い 
    転職・転居・結婚などの人生相談 
    配偶者・家庭内でのトラブルの相談     
    子どもや老親の世話と時々してくれる 
5.適切な住環境の欠
如 
①住環境の不安定 過去 1 年間の家賃の滞納経験 
②住環境 住居に関する 6 項目（以下）のうち 3 項目以上が「経 
 済的にもてない」 
 参考 家族専用のトイレ、家族専用の炊事場（台所） 
    家族専用の浴室、炊事場と別の洗面所 
    寝室と食卓が別、複数の寝室 
6.レジャーと社会参
加の欠如 
①旅行 泊りがけの家族旅行が年 1 回以下（関心がないを除く） 
②外食 家族での外食が「月 1 回以下・まったくない」 
③社会活動 以下 6 つの項目のうち 1 項目以上の欠如 
 参考 町内会・子供会・老人会・婦人会・PTA など 
    ボランティア・社会奉仕活動、趣味・スポーツ 









①世帯所得 等価世帯所得の中央値 50 ％以下 
阿部（2007a、p.31）を元に筆者作成 
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表 5-1～5-13 宮城まり子とねむの木学園 年表 
 表 5-1～表 5-13 の宮城まり子とねむの木学園年表については、ねむの木村 HP（新旧） 
「学園小史」、宮城まり子著の引用文献と表 2-1～2-4 を元に筆者作成 
 ※個人情報保護の観点からリポジトリにおいては略 
 
表 6-1 宮城まり子への第 1 回インタビュー概要：2017 年 7 月 9 日実施  
１．日時 2017（平成 29）年 7 月 9 日（日）午後 1 時 45 分～3 時 05 分 
２．場所 ねむの木学園応接室 
３．概要  当日の午前 10 時半から吉行淳之介文学館へ川勝県知事夫妻の訪問があった。県
知事の訪問は当初 15 分間の予定が１時間半かかったため、午後１時に予定してい
た宮城まり子へのインタビューは、45 分遅れて始まった。録音の許可を得て、約








表 6-2 宮城まり子への第 2 回インタビュー概要：2017 年 9 月 20 日実施  
１．日時 2017（平成 29）年 9 月 20 日（水）午後 4 時 30 分～6 時 30 分 
２．場所 ねむの木学園にある宮城邸 









表 6-3 宮城まり子への第 3 回インタビュー概要：2018 年 4 月 18 日実施  
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表 7 榛村純一へのインタビュー概要：2017 年 8 月 16 日実施 
１．日時 2017（平成 29）年 8 月 16 日（水）午後 1 時 30 分～2 時 30 分 
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図 2 浜岡町ねむの木学園（1990 年）と掛川市ねむの木村（2019 年）の比較 
       
浜岡町ねむの木学園（1990 年）    掛川市ねむの木村（2019 年） 
Google マップ HP、ウェブで過去の地形図や空中写真を見る （Leaflet 版）HP から筆者作成 
 
図 3 航空写真(1975 年)・地図(1950 年)と航空写真(2019 年)・地図(2019 年)の比較 
       
          1975 年              2019 年 
        
         1950 年               2019 年 
Google マップ HP、ウェブで過去の地形図や空中写真を見る （Leaflet 版）HP から筆者作成 
※1975 年の航空写真と 1950 年の地図の組み合わせであるのは、対応する資料がなかったため 
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図 4 ねむの木学園への視察者数推移 
 
2017 年 8 月 6 日と 2019 年 8 月 9 日にねむの木学園から提供された資料を元に筆者作成 
 
 
図 5 知連山中地区住民数推移 
 




                                          静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
                                         磯部志げ子 ISOBE Shigeko 
101 
 
表 8 知連山中地区住民インタビュー（ねむの木学園移転以前からの住民） 
 
2017 年 8 月 11 日～15 日に筆者調査により作成 
 
 
表 9 知連山中地区住民インタビュー（ねむの木学園移転以前からの住民） 
 





ア賛成 イやや賛成 ウなし　 エやや反対 オ反対 ア良 イやや良 ウなし エやや悪 オ悪
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2017 年から 2019 年に筆者撮影 
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図 7-1 オランダ 
 
Google マップ HP を元に筆者作成 
図 7-2 オランダ アルンヘム 
 
Google マップ HP を元に筆者作成 
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表 10-1 施設比較：ねむの木学園とヘット・ドルプ 
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表 10-2 施設比較：太陽の家とクリエイティブサポートレッツ 
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旧アルス・ノヴァ 1 階 
 

















1 階 本棚 
 
1 階 トイレ 
 
1 階 障害福祉サービス開所中 
 
2 階 演奏中 
 
3 階 個室があるフロア 
 
3 階 個室 
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図 11 図１に家族軸を加えた図 





                                    家族無  
       「障害者が目指すべき道」    
 異化                    「平等派」 
 
 
        「差異派」 
 
                                     同化 





                  排除 
       この壁のこちら側が家族有の場合、向こう側が家族無の場合 
図 1 を元に筆者作成 
 
